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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成30年4月19日(2018.4.19)

【公開番号】特開2017-169582(P2017-169582A)
【公開日】平成29年9月28日(2017.9.28)
【年通号数】公開・登録公報2017-037
【出願番号】特願2017-103668(P2017-103668)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ    1/21     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｐ   21/02     　　　Ｃ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月9日(2018.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　大腸菌Ｋ－１２株ＭＧ１６５５の少なくとも以下の遺伝子：ｂ０２４５－ｂ０３０１、
ｂ０３０３－ｂ０３１０、ｂ１３３６－ｂ１４１１、ｂ４４２６－ｂ４４２７、ｂ２４４
１－ｂ２４５０、ｂ２６２２－ｂ２６５４、ｂ２６５７－ｂ２６６０、ｂ４４６２、ｂ１
９９４－ｂ２００８、ｂ４４３５、ｂ３３２２－ｂ３３３８、ｂ２３４９－ｂ２３６３、
ｂ１５３９－ｂ１５７９、ｂ４２６９－ｂ４３２０、ｂ２９６８－ｂ２９７２、ｂ２９７
５－ｂ２９７７、ｂ２９７９－ｂ２９８７、ｂ４４６６－４４６８、ｂ１１３７－ｂ１１
７２、ｂ０５３７－ｂ０５６５、ｂ００１６－ｂ００２２、ｂ４４１２－ｂ４４１３、ｂ
０５７７－ｂ０５８２、ｂ４４１５、ｂ２３８９－ｂ２３９０、ｂ２３９２－ｂ２３９５
、ｂ０３５８－ｂ０３６８、ｂ０３７０－ｂ０３８０、ｂ２８５６－ｂ２８６３、ｂ３０
４２－ｂ３０４８、ｂ０６５６、ｂ１３２５－ｂ１３３３、ｂ２０３０－ｂ２０６２、ｂ
２１９０－ｂ２１９２、ｂ３２１５－ｂ３２１９、ｂ３５０４－ｂ３５０５、ｂ１０７０
－ｂ１０８３、ｂ１８７８－ｂ１８９４、ｂ１９１７－ｂ１９５０、ｂ４３２４－ｂ４３
４２、ｂ４３４５－ｂ４３５８、ｂ４４８６、ｂ０４９７－ｂ０５０２、ｂ０７００－ｂ
０７０６、ｂ１４５６－ｂ１４６２、ｂ３４８１－ｂ３４８４、ｂ３５９２－ｂ３５９６
、ｂ０９８１－ｂ０９８８、ｂ１０２１－ｂ１０２９、ｂ２０８０－ｂ２０９６、ｂ４４
３８、ｂ３４４０－ｂ３４４５、ｂ４４５１、ｂ３５５６－ｂ３５５８、ｂ４４５５、ｂ
１７８６、ｂ０１５０－ｂ０１５３およびｂ２９４５、または他の大腸菌Ｋ１２株もしく
はＢ株の対応する遺伝子が欠失している、ゲノム縮小化大腸菌Ｋ１２またはＢ株細菌であ
って、挿入配列を全て欠き、機能するｄｉｎＢ遺伝子を欠く、ゲノム縮小化大腸菌Ｋ１２
またはＢ株細菌。
【請求項２】
　機能するｐｏｌＢ遺伝子をさらに欠く、請求項１に記載の細菌。
【請求項３】
　機能するｕｍｕＤＣ遺伝子をさらに欠く、請求項１または２に記載の細菌。
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【請求項４】
　前記細菌の天然親株がＢ株である、請求項１～３のいずれか一項に記載の細菌。
【請求項５】
　前記細菌の天然親株が株ＢＬ２１（ＤＥ３）である、請求項４に記載の細菌。
【請求項６】
　前記細菌の天然親株がＫ１２株である、請求項１～３のいずれか一項に記載の細菌。
【請求項７】
　前記細菌の天然親株がＫ１２株ＭＧ１６５５である、請求項６に記載の細菌。
【請求項８】
　前記細菌が、前記ｄｉｎＢ遺伝子を機能しないようにさせることにより、ＭＤＳ４２か
ら作製される、請求項７に記載の細菌。
【請求項９】
　機能するｕｍｕＤＣ遺伝子および／または機能するｐｏｌＢ遺伝子を有する、請求項１
に記載の細菌。
【請求項１０】
　機能するｕｍｕＤＣ遺伝子および／または機能するｐｏｌＢ遺伝子を欠く、請求項１に
記載の細菌。
【請求項１１】
　異種核酸を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の細菌。
【請求項１２】
　前記異種核酸が、発現制御配列に作動的に連結されたポリペプチドをコードする核酸を
含む、請求項１１に記載の細菌。
【請求項１３】
　ポリペプチドを製造するための方法であって、前記ポリペプチドの発現に好適な条件下
で請求項１２に記載の細菌をインキュベートすることと、該ポリペプチドを回収すること
とを含む、方法。
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